
「当たり前に過ごせることに感謝」
校長 柏木 武文

新緑の輝く季節となりました。例年ですと、１学期の折り返しという時期です。今年は、
４月にわずか５日間の登校後、長い休校のため、やっとここから仕切り直しとなりました。
保護者や地域の皆様には多大なるご理解とご協力をいただき、ありがとうございました。
何とか学校再開の日を迎えられることを本当に嬉しく感じます。
長い休校期間中、学校がなかなか始まらない不安や自粛要請のため外出や遊びも制限さ

れるストレス、そして何よりも友達と関わることが許されない状況というのは、子供たち
にとって、とても厳しい状況だったと思います。大切にしていた行事やイベントの中止も
相次ぎました。大人にとっても厳しい状況でした。
反面、今回の緊急事態をとおして、今まで感じなかった「当たり前に過ごせること」の

大切さに気づくことができたと感じています。当たり前に過ごせていたことができなくな
って初めてありがたさを実感しました。家族で買い物に出かける。外食に出かける。本屋
に行く。病院に行く。床屋に行く…そして、学校で子供たちの笑顔を見る。そんな日常の
当たり前に「感謝」しなければと強く感じています。
さて、６月１日からは、通常の授業が再開となります。休業が続いたため年度当初の計

画はかなり変更されています。今後の行事予定等にご注意ください。また、新型コロナウ
イルスの感染防止について、今後の不安は残されたままの状況であり、「新しい生活様式」
が、家庭にも学校にも求められています。学校での活動は、感染防止に努めながら、内容
や方法を検討して実施していきます。ご理解とご協力をお願いいたします。

＜校内での活動について＞
〇 毎朝、家庭での健康観察をもとに、健康調べを行います。登校前に家庭で検温す
るとともに、健康観察をお願いします。検温を忘れた場合は、学校で測定します。

〇 全員マスクを着用します。（体育等、授業内容によりマスクを外す場合もあります。）
〇 手洗い・うがい・教室の換気をこまめに行います。
〇 机の配置や子供同士の距離に気を配り、三密にならないように注意します。
〇 多くの児童が触れる場所は、消毒液を使って消毒を行います。
〇 用具や物品の共用はできる限り避け、難しい場合は使用後の手洗い指導を徹底します。
忘れ物等がないようにお願いします。

〇 登校後に発熱や風邪の症状があった場合は、ご家庭に連絡して自宅で様子を見ていた
だきます。対応をお願いいたします。

＜家庭での対応について＞
〇 お子さんの規則正しい生活習慣のために、「早寝・早起き・朝ごはん」の実施をお願い
します。

〇 家族全員の毎日の検温と健康観察をお願いします。
〇 発熱や風邪の症状がみられる場合には、登校せずに自宅で休養し、様子を見てくださ
い。その場合、学校へ連絡をお願いします。

〇 感染への不安等をお子さんが訴えている場合は、学校へ遠慮なくご相談ください。
※「新しい生活様式」については厚生労働省から公表されています。ホームページ等で
ご確認ください。
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ホームページ http://www.fujinomiya-shizuoka.ed.jp/e-hitoana/


